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Fischer 投影式への道
　井上　幸信

図　右旋性および左旋性酒石酸（対掌体）
　「研究と図書館資料の使い方」ということで原

稿を依頼された。私の研究は生体に含まれる有

機化合物に関連した分野で，日常的には，化学

の研究者の誰もが世話になる��������	�
��
���
�，

���������，及び学術雑誌の論文を専ら利用してい

る。いわゆる“掘り出し物”に出会う機会はほと

んどないので，ここでは授業の教材を作成する過

程で出会った図書館資料について二，三ふれてみ

たい。

　有機化合物が三次元的な形をしていることは，

化学の専門家でなくとも周知の事実である。ま

た，分子には人の右手と左手の関係に似た対掌体

と呼ばれる一対の化合物（それ自身は対称面を持

たないが実像と虚像の関係にあるもの）が存在し

ていることもよく知られている。化学では，三次

元の分子を二次元の紙に記録する時にいろんな工

夫がされているが，その一つが���������投影式であ

る。しかし，ここに到達するまでには先人の長い

努力の道のりがあった。このような有機化合物の

立体化学の発展を授業の教材に取り入れたことが

あった。当時は難しい現象であったものも現代的

な視点から見ると理解しやすいと考え，またどの

ようにして現象の発見や概念が確立してきたかを
知ることは研究の進め方にも示唆を与えると考え

たからである。このための基礎資料として化学の

発展を年表にすることから始めた。その時に活用

したのが，���������	
��の“����������	
��
��
���


��������	”（����������	
����
�
	����１９６４）である。

日本語訳が『現代化学史』（三分冊，鎌谷ら共訳，

みすず書房��，１９７２，７３，７７）［中央，�医学�４３０�２�

���２５］として出版されている。化学史のまとまった

本は意外に少ないが，この本は化学のみならず関連

した分野の進展も取り入れながら，人類が化学物

質とかかわりあいを持った時代から現代までを，

化学の各分野にわたって記述した大変よくまと

まっている本である。原典や伝記などについての
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豊富な文献が記載されているのも有り難い。それ

ぞれの原典にあたる時には日本化学会編の「化学

の原典」シリーズ（東京大学出版会）も活用した。

　分子の三次元的な形に関連した研究で有名なの

は����������	
���のそれであるが，それ以前に乳酸

に関する先駆的な研究があった。当時，物理学の

分野で旋光能という現象が明らかにされた。一平

面で振動している光を水晶のような物質に通すと

その振動平面が回転するという現象である。筋肉

組織から得られた乳酸は旋光能を示したのに対

し，発酵した牛乳から得られた発酵乳酸（化学的

には乳酸と全く同じもの）は旋光能を示さなかっ

た。当時はまだ炭素の四面体構造は確立していな

かったが，���������	
��
���
��は“この差異は，

分子の異なった空間的配置にだけ原因があるとい

う仮説以外は考えられない”と述べている。

　��������は医学者として著名であるが，化学の

分野でも重要な貢献をしている。彼は旋光能を化

学に応用するという観点から，ブドウ酒の酒石の

成分である酒石酸（�������������	
�）とブドウ酸

（������������	
�）から作った各種の塩の結晶と旋

光能との関係を研究し，有名な分晶の現象を見い

だした。酒石酸の各種の塩はいずれも非対称な形

をした結晶として析出し，それらの結晶は水溶液

にしても旋光能を示した。一方，ブドウ酸の塩の

ほとんどは対称性の結晶として析出し，旋光能を

示さなかった。しかし，ブドウ酸のナトリウム・

アンモニウム塩の結晶化を試みている時に，二種

類の鏡像関係にある非対称な形をした結晶が混在

して析出する現象に遭遇した。��������は二種類の

結晶を顕微鏡下で選り分けて測定し，それぞれが

旋光能を示したばかりか，回転方向が逆であるこ

とに気がついた。“結晶の外形の非対称性と分子の

非対称性とは密接な関係がある”という���������

の指摘は，２０年後の������������の「分子中の炭素

原子は四面体構造をしている」という提唱（１８７４）

に結びついている。�������の関心は医学に移った

ため，この研究を続けることはなかったが，もし

続けていれば四面体構造に行き着くのは時間の問

題ではなかったかと思う。現在，対掌体が半分ず
つ混ざっているものをラセミ混合物と呼んでいる

が，その語源はブドウ酸の名前に由来している。

　三次元的な形の分子を紙面に表すための先駆的

な仕事をしたのが���������	
�である。�������はグ

ルコースの立体化学について研究し，先に述べた

対称面を持たない分子は旋光能を示すということ

を最大限に利用してグルコースの四つの不斉炭素

の立体配置を決定した。最初は不斉炭素のところ

の立体配置を��������		の表現法に従って＋と－

の記号で表していたが，この方法では複雑な分子

の場合には混乱を生ずるとして，現在�������投影

式と呼ばれる表現法に到達した。原論文は下図の

ようにドイツの化学会誌（���������	���
�������
�

����������	
���������
��	１８９１）に発表されている。

これを見ると，当時はゴムの模型を使っていたこ

とが伺えるが，模型を組んで炭素についている���

と����が紙面の上に向くように分子を置くことが

示されている。なお，グルコースを酸化して得ら

れるグルコ糖酸は���か��（対掌体）で表されるこ

図　Fischer の論文 Ber .２４, ２６８３（１８９１） 
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とになったが，当時はこれらを区別する方法が無

かったため，�������は便宜的に���と定めた。この

選択は，６０年後になって�����������	
�（１９５１）によっ

て偶然にも正しかったことが証明された。

　もう一冊授業の教材に使ったものに，������

�������著，安藤喬志訳『セレンディピティー：思

いがけない発見・発明のドラマ』（化学同人，１９９３）

［中央�４０２��５２］がある。どのような偶然性が化学

の発展に寄与したかについて代表的な逸話を集め

たもので，研究者にとっても示唆に富む点が多い。

先に述べた��������の酒石酸塩の研究に際しても，

ブドウ酸塩のうちナトリウム・アンモニウム塩の

みが分晶の現象を示したことや結晶化の温度（２７

度以下でないと分晶しない）が重要であったことが

紹介されている。「観察の場では，幸運は待ち構え

る心にだけ味方するものである。」（��������の言葉）

　「セレンディピティー」で思いだすのは，�筑波

大学に赴任した当初，アミノ酸の合成試薬として

ある化合物を開発した時のことである。この物質

は結晶状態では一つの形に固定しているのに対

し，溶液にすると二つの形をした平衡混合物へ速

やかに移行する性質を持っていることが明らかに
シリーズ・電子ジャーナル（３）

    日本の電子ジャーナル
なった。このきっかけになったのが，学生が試料

を時間を置いて二度測定したことであった。これ

によって混合物の割合が変化することに気が付い

たのである。

　本学の図書館には化学関係の主要な学術雑誌は

ほぼ揃っているので，古い学術論文の内容を直接

その場で目にすることができる。欠号などでない

時には，研究学園都市に位置している利点を生か

して物質工学工業技術研究所や蚕糸・昆虫農業技

術研究所の図書室を利用している。雑誌の配架で

問題なのは三ケ所に分かれていることで，利用者

の便宜を考えると一ケ所にまとめてある方が有り

難い。単行本類はあまり利用しないが，配架され

ているものに系統性が必ずしもないことが気にか

かる。可能であれば，一度専門家（教官）の手を

煩わして，教科書やデータブック類は最新のもの

に，また歴史的に由緒ある本などを精査して揃え

られればもっと使いやすいものになるのではない

かと常々感じている。

　　　　（いのうえ・よしのぶ　化学系助教授）
　今回は日本の電子ジャーナルについてご紹介し

ます。

　残念ながら，学術出版社の多くが自社発行の雑

誌を電子化して提供している欧米に比べて，日本

では学術雑誌の電子化は遅れていると言わざるを

得ません。雑誌に関する出版社の���ページは数

多くありますが，ほとんどが最新号の表紙の画像

や目次を紹介するにとどまり，電子ジャーナル化

よりも冊子体の販売促進に重点が置かれているよ

うです。

　そんな中でも，文部省や学術団体を中心に，い

くつかの注目すべき試みが行われています。
学術情報センター電子図書館サービス

　（����������）

　����������は，日本の学会誌を電子化して提

供するものです。平成１１年１１月現在，およそ９０の

学協会の発行する３００誌近くの学術雑誌が収録さ

れています。

　利用にあたっては，専用クライアント・ソフト

を使うか，���ブラウザに専用プラグイン・ソ

フトを組み込んでアクセスします。これらのソフ

トは，����������の���サイト（http://w w w. 

nacsis.ac.jp/els/equip-j .html）から無料でダウン

ロードできます。ここでは専用クライアントの例

を示しますが，学術論文の表題，著者名，キーワー

http://www.nacsis.ac.jp/els/equip-j.html
http://www.nacsis.ac.jp/els/equip-j.html
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図１　NACSIS-ELS での検索画面例
ド等から検索ができ（図１），選択した論文の本文

は画像で表示されます（図２）。

　利用料金はシステム使用料と著作権料に分かれ

ており，システム使用料は当分の間無料ですが，

著作権料は各学会が定めた金額を支払う必要があ

ります（無料の学会もあります）。

　利用資格は大学や教育・研究施設の教職員，大

学院生，学会員等となっており，郵送による登録

申請が必要です。利用申請に関する問い合わせ先

は次のとおりです。

　　学術情報センター管理部共同利用課　

　　〒１１２�８６４０　東京都文京区大塚３�２９�１　

　　電話：０３�３９４２�６９３３　　���：０３�３９４２�６７９７

　　��������	
��
�����������������

　また，����������のホームページ（http://w w w. 

nacsis.ac.jp/els/els - j  .html）でも，電子図書館サー

ビスに関するさまざまな情報が提供されています。
図２　NACSIS-ELS での表示画面例
オンラインジャーナル編集システム

　������では，さらに，学会誌等の電子ジャー

ナル化を促進するため，編集工程の電子化や電子

原稿の効率的作成を行うためのシステムを開発し

ています。この「オンラインジャーナル編集シス

テム」では，論文投稿者に対して，投稿規程に沿っ

た原稿作成を容易にする執筆支援機能や引用文献

リスト作成支援機能，編集サイドに対しては，投

稿受付，原稿管理，査読支援，編集工程管理，購

読者管理といった機能を提供します。また，完成

した電子ジャーナルを提供する際の利用者認証，

書誌・全文検索機能，新着雑誌の目次のメールサー

ビス等，利用者向けの機能も備えています。

　現在，このシステムは希望する学協会に無料で

配布が始まっており，日本物理学会ではこれを実

際に導入し，運用テストを行っているとのことで

す。
科学技術振興事業団の活動

　科学技術振興事業団（���）では，������とも

連携し，「科学技術情報発信・流通総合システム」

（�������）を構築しています（http://w w w.jstage.

jst .go.jp/ index.html）。これは学協会の情報発信を

支援するため，電子ジャーナル出版に必要なハード

http://www.nacsis.ac.jp/els/els-j.html
http://www.nacsis.ac.jp/els/els-j.html
http://www.jstage.jst.go.jp/index.html
http://www.jstage.jst.go.jp/index.html
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ウェア，ソフトウェアを���内に用意するというも

の�で，現在，��“�����������	
�������
��������������”��

“���������	�
���
�����������������	�
���
”��「資源と素

材」の３誌が閲覧できます。

　また，���が発行している雑誌「情報管理」

は，１９９９年４月号から電子化されており，冊子体

の購読者には無料で提供されています。これは筑

波大学附属図書館でも購入していますから，学内

の端末で閲覧できます。筑波大学電子図書館の「オ

ンラインジャーナル」のページ（http://w w w. 

tulips.tsukuba.ac.jp/online-j /）からリンクが張っ

てありますのでご利用ください。

大学における紀要の電子ジャーナル化

　筑波大学では１００種類以上の紀要が発行されてい

ます。これらの紀要は中央図書館の本学関係資料室

に集められており，１９８７年以降については電子図書

館で目次情報が検索できます（http://www.tulips.

tsukuba.ac.jp/pub/kiyo-kensaku.html）。原文が電

子化されているのは，現在のところ，１７タイトル
��������

本学関係資料室の利用について
です。紀要原文の電子化については，執筆者全員

の著作権上の許諾が必要なため，バックナンバー

にさかのぼって行うことは困難です。新しく発行

される号から始めて，徐々に増やしていきたいと

考えています。

　インターネットで公開されている他大学の電子

化紀要としては，国立大学では「山梨医科大学紀

要」，「電気通信大学紀要」，“����������	
������

��������	���
��”，「名古屋大学文学研究論集」，「コ

ミュニケーションと言語教育（信州大学大学院教

育学研究科）」，“���������	��
��
��（鳥取大学医

学部）”，“������（九州大学農学部）”，“��������	���

�������������（長崎大学医学部）”，「長崎大学水産

学部研究報告」，「文学部論叢（熊本大学）」，「熊本

法学」などがあります。また，公立大学では大阪

市立大学，都留文科大学，私立大学では東京情報

大学，立教大学，東京家政学院筑波女子大学など

の例があります。

　このように紀要を電子化して公開する大学・研

究機関はこれから増えていくものと思われます。
	


図 1　本学関係資料検索例（雑誌）
Ｑ：�読みたい雑誌を����で検索して，図書館に

あることが分かったのですが，置いてある場所が

分かりません。どこに行けば見られますか？

Ａ：どういった雑誌でしょう？

Ｑ：�こちらです（図１）。請求記号の欄に何も入っ

ていないので，どこに行ったらいいのか分からな

いんです。

Ａ：これは，所在の欄が「中央本学」となってい

ますので，「本学関係資料室」にありますね。

Ｑ：本学関係資料？それはなんですか？

Ａ：�本学関係資料とは，本学で刊行された資料や，

本学について書かれた資料のことで，筑波大学と

その前身校（東京教育大学等）を含みます。図書
館ではこれらの資料を収集・保存して利用に供す

るため，中央図書館２階のレファレンスデスク奥

に本学関係資料室を設置しています。お探しの雑

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/kiyo-kensaku.html
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/kiyo-kensaku.html
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/online-j/
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/online-j/
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誌「文芸言語研究　文藝編」は，文芸�言語学系が

編集・出版している紀要ですね。このように，筑

波大学内で発行している紀要や報告書は本学関係

資料に集められています。

Ｑ：他にはどういった資料がありますか？

Ａ：それでは，本学関係資料室内の主な資料をご

説明します。

①　学内の団体が刊行する紀要，新聞，報告書，パ

ンフレット類

②　本学に関する内容の単行書

図書の場合，����の表示はこのようになります

（図２）。雑誌と違い，資料タイプの欄に「本学」

と出ていますね。
図２　本学関係資料検索例（図書）
ンスデスクまでご相談ください。

Ｑ：本学関係資料室には，自由に出入りできます

か？

Ａ：はい，できます。ただ，利用の多い資料です

のでコピーを取る時以外は室外への持ち出しはご

遠慮下さい。

Ｑ：図書を借りることはできますか？

Ａ：�残念ながら，本学関係資料は貸出できません。

ですが，図書は原則として同じものが一般書架に

もあります（図２参照）。こちらなら貸出できます。

Ｑ：ところで，「文芸言語研究�文藝編」の「各号
図３　全文情報へのリンクを持つデータの例

図４　資料のページイメージ

拡大図

→

③　本学の教官が研究代表者となっている，文部省

科学研究費補助金（科研費）研究成果報告書

科研費の研究成果報告書は，研究代表者の所属大学

と国立国会図書館でしか所蔵していないものがほ

とんどですので，学外の方の利用も多い資料です。

④　卒業論文・修士論文・博士論文の要旨集

⑤　前年度以前のシラバス，履修要覧

⑥　「筑波大学研究業績」「筑波大学研究者総覧」な

ど，本学教官の業績や主要経歴が掲載されてい

る資料

このほかにも，本学に関する様々な資料が集めら

れています。「筑波大学概要」など一部パンフレッ

ト類は����で検索できない場合がありますの

で，探している資料が見つからない時はレファレ
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図５　資料の目次
の情報」のところにアイコンがあるのですが（図

３），これは何ですか？

Ａ：これは電子図書館サービスの１つで，■アイ

コンは資料の内容へのリンクです。ここをたどる

とその資料のページイメージをみることができま

す（図４）。�■アイコンは目次へのリンクです（図

５）。このように，電子図書館サービスでは，図書

館が収集した貴重書や，学内で生産された研究成

果報告書，学位論文，紀要などの全文や目次を見

ることができます。現時点ではこれらのすべてを

見ることはできませんが，現在データを登録中で

すので，今後電子図書館サービスで利用できる資

料は，さらに増えていく予定です。
本学教官寄贈著書紹介

　平成１１年８月～１０月に寄贈を受けた本学教官の

著書を紹介いたします。

（敬称略��寄贈者五十音順，〔　〕内は配架場所と

配架番号です。）

井原宏（社会科学系）

　・現代国際取引法．商事法務研究会，１９９９

　　〔大塚�３２９�８５��２５〕

駒井洋（社会科学系）

　・�東南アジアの仏教美術．明石書店，１９９９（翻

訳）〔中央�７０２�２３��５４�〕

西藤宏司（体育科学系）

　・�ゴルフ指導者教本．大学ゴルフ指導者研究

会，１９９９〔体芸�７８３．�８���２５�〕

斉藤泰嘉（芸術学系）

　・�佐伯祐三．新潮社，１９９７（新潮日本美術文

庫　４３）〔体芸�７２３．�１���１４〕

島岡丘（名誉教授）

　・私のグランドツアー：英語教育「再考」への

資料．丸善，１９９９（解説）〔中央�８３０．�７��８１〕

　・カナ表記で通じる英語の発音．日本能率協会

マネジメントセンター，１９９９

　　〔中央�８３１．�１���４３�〕

竹村牧男（哲学・思想学系）

　・�親鸞と一遍．法藏館，１９９９�〔中央�１８８．６���６３�〕

田中喜代次（体育科学系）

　・�健康の科学．金芳堂，１９９９�〔体芸�４９８．�３���２６〕

田沼睦（名誉教授）

　・�石清水八幡宮文書；外．続群書類従完成

会，１９９９（史料纂集　古文書編�３０，筑波大学

所蔵文書　下）〔中央�２１０．�０８８���８９�３０〕

中原千惠子（臨床医学系）

　・青林檎たち：中原千絵子歌集．雁書館，１９９２

〔中央，医学�９１１．�１６８��３３〕

名取亮（電子・情報工学系）

　・数値計算法．オーム社，１９９８（新コンピュー

タサイエンス講座）〔中央�４１８．１��５７〕

茂呂雄二（心理学系）

　・具体性のヴィゴツキー．金子書房，１９９９（認

識と文化�６）〔中央�１４１．５���７５�〕

渡辺章（社会科学系）

　・�労働関係法．（第３版）有斐閣，１９９９（有斐閣

��シリーズ）〔中央，大塚�３６６．�１４���７５〕
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竹村牧男

「親鸞と一遍」

竹村牧男著（法藏館）� 〔中央図　１８８．�６���６３〕

茂呂雄二

「具体性のヴィゴツキー」

茂呂雄二著（金子書房）�〔中央図　１４１．�５���７５〕

����
　日本の中世という時代に，私はなぜか心ひかれ

てやまない。その時代は，無の深淵が口を開けた

時代，虚無の底に降り立った時代であった。そし

て虚無の深さにはかりあえるような優れた芸術が

産み出された時代でもあった。

　もちろん，思想の世界でも，その深みが究めら

れていった。たとえば，禅ではあの『正法眼蔵』

を綴った道元がいる。「時すでにこれ有なり，有は

みな時なり」と示す「有時」の巻など，無常の世

をつきぬけて，雪裏の梅花の春の緊張を奏でてい

る。

　禅の世界ばかりでなく，浄土教の世界でも，そ

の思想を時代の中で急進的に問いつめていった祖

師方が出た。多分，法然があまりにも偉大であっ

たから，異才ともいうべき親鸞や一遍がその門流

に出たのであろう。親鸞は信心による往生を説き，

一遍は名号による成仏を説く。二人ともあますと

ころなく自力無効の事理に徹底して，そこから簡

明な凡夫の救いを語るのだった。

　その背景には，果てしなく広大な仏教教学の研

鑽があった。煩鎖を極めた述語の海を，簡潔，明

快な安心に鍛えあげ，精練していく道すじは，一

体どのようであったのだろう。そこにはおそらく，
中世キリスト教の知の営みにも等しいほどの，宗

教哲学があった。私はその一端にふれただけで，

きっと今日にもなお深い意味をもつものがあるに

違いないと思わずにはいられなかった。

　親鸞と一遍，極楽世界への往生を説く浄土門に

あって，二人はむしろ，自己を超えるものに願わ

れているこの自己との出会いを語った。そのこと

を私は本書に描きたかった。さらにその実存が，

現実世界とどのように関わるのか，見究めたかっ

た。まだ尽きない点は，多々あることと思う。と

もあれ，二人を対比しつつ扱うことによって，各々

の特徴や日本人の霊性の一端を，やや明かすこと

は出来たかと思うのである。

　　（たけむら・まきお　哲学・思想学系教授）
　Ｌ・Ｓ・ヴィゴツキー（１８９６－１９３４）の名前は

心理，教育，言語研究者を除けば，大方には馴染

のない名前であろう。この白ロシア生まれのユダ

ヤ人心理学者は，革命の祝祭空間を駆け抜けて，

その祭りの後に政治的非難にうちのめされたまま

３７歳で結核で没したのだが，近年リバイバルとい

えるほどに出版や関連学会が相次いでいて，彼の

思想の可能性を評価する声が高まっている。
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　ヴィゴツキーの著作は，日英独仏西伊葡語に翻

訳されているが，それぞれの言語の地理的文化的

背景に応じて解釈もさまざまである。たとえば昨

年のデンマークの学会では，北米の研究者が文化

的相対主義の旗印としてヴィゴツキーを取り上げ

るのに対して，南アフリカの研究者はむしろ融和

や統合に教育がどのように寄与するのかを，彼の

アイディアに探ろうとしていたという具合であ

る。

　さて，私はこの本で，ヴィゴツキーをヘーゲル

やマルクスの具体性のアイディアの後継者とみな

すという仮説を提案した。この仮説からは，素朴

に実体視された心の営みではなく，むしろ日々の

コミュニケーションを通して構成される心という
体操伝習所旧蔵書が語るも
　　特別展「身体と遊戯へのまなざし
　　　　　　　―日本近代体育黎明期

　　　 大熊　廣明

坪井玄道・田
『戸外遊戯法　－
視角が開かれるのである。このアイディアを教室

の相互行為や学習の問題に振り向けてみた。

　古典は無色透明には理解されない。日本は世界

に先駆けてヴィゴツキー心理学を翻訳し紹介し

た。この紹介も独特のバイアスをともなう理解で

あったはずだ。どのようなバイアスがあり，いか

なる文化的歴史的背景が日本固有の解釈を作った

のかを問い直すべき時期がきていると思う。この

問い直しと同時に，訓詁にとどまらないヴィゴツ

キー思想の活用に，私の具体性の解釈枠組が多少

でも貢献することを願うばかりである。

　　　　　　（もろ・ゆうじ　心理学系助教授）
の

の体操伝習所（明治１１年～１９年） ―」
　体育科学系と附属図書館の共催による特別展

「身体と遊戯へのまなざし－日本近代体育黎明期

の体操伝習所（明治１１年～１９年）�－」が，１２月６日

から１７日まで中央図書館貴重書展示室で開催され

た。体操伝習所はわが国の学校体育の選定と学校

体育教員養成のために，文部省が明治１１年に設立

した機関である。その後，明治１８年に東京師範学
中
名

校の附属となり，翌１９年，高等師範学校となった

後，体操専修科が設置されると同時に廃止された。

　体操伝習所は明治１８年度の時点で，和書�４，�９４５

冊，洋書５８２冊を所蔵していたことが，大場一義・

元本学教授の研究で明らかにされている。これら

の図書は体操伝習所の廃止に伴って高等師範学校

の所蔵となり，その後，東京高等師範学校，東京
盛業　編纂
戸外運動法』
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文理科大学，東京教育大学を経て現在筑波大学の

所蔵となっている。この間，行方不明となった図

書も少なくないが，これらの蔵書は概ね体育論，

体操，生理学，解剖学，衛生学，操練，遊戯，武

術，その他に分類することができる。この傾向は

体操伝習所の教育の内容がどのようなものであっ

たかを物語っているが，特別展はこれら体操伝習

所旧蔵書を中心に，学外からお借りした資料を加

え，体操伝習所の開設に至る経緯，教育内容，施

設，卒業生の進路と活躍などを説明する構成に

なっていた。

　ところで，体操伝習所の開設に重要な役割を果

たした人物として，田中不二麿と伊沢修二を挙げ

ることができる。田中は文部大輔として体操伝習

所の設立を計画し，アメリカのアマースト大学に

教師の派遣方を依頼した人物であり，伊沢は体操

伝習所の初代主幹としてより具体的な構想を描

き，それを軌道に乗せた人物である。伊沢は体操

伝習所に関して，極めて重要な二つの文書を残し

ている。一つは明治１１年に書かれた「新体操実施

の方法」あるいは「新設体操着手方案」と呼ばれ

ているもの（実際は無題）。他の一つは翌１２年に書

かれた「新設体操法ノ成績報告」である。前者は

体操伝習所の具体的な構想であり，�生徒選定の方

法，従学の方法，体操場建設の目的，着手の順序

などが記されている。また後者は，約一年後にお

ける新しい体操の効果の報告であり，活力検査に

よってその効果を実証しようとしたものである。

すなわち伊沢は，食事の量，肺活量，胸囲，握力，

力量（懸垂），身長，指極（注）および体重の増

減，ならびに体操と疾病との関係を統計表に表わ

し，体操の適否を検証しようとしたのであった。

人体を測定して数値に表わす方法は，わが国では

ここで初めて行われたとされており，体操伝習所

における活力統計は，日本人の身体を学術的に測

定し，考察した最初のものと考えられている。い

ずれも罫紙に書かれたもので，長野県の上伊那郷

土館が所蔵している。今回は残念ながらオリジナ

ルを展示することはできなかったが，カラーコ

ピーによって伊沢が推敲した朱色の筆跡が再現さ
れ，後に音楽教育や吃音矯正の分野でも高い評価

を得ることになる伊沢が，若き日に体育に取り組

んだ様子を偲ぶものとなった。

　次に，体操伝習所の教育に関して重要な人物を

挙げるとすれば，リーランド���������	
�と坪井

玄道ということになろう。リーランドはボストン

のアマースト大学卒業後，ハーバード大学で医学

を学んだ人で，後年アメリカ喉頭学会の会長を務

めた。彼が来日することになった経緯については

省略するが，アマースト大学在学中はヒッチコッ

クに体育の指導を受け，体操の成績も優秀であっ

たといわれている。体操伝習所における彼の講義

は『李蘭土氏講義體育論』にまとめられており，

図書館に所蔵されている。内容は，緒言，遺伝の
事，風土の関係を論ず，風習の事，体操の身体各

部に生ずる効果（筋関係，血液循環系統，呼吸器，

栄養器，皮膚，神経系統），体操の分量，および体

操歴史から構成され，罫紙に手書きされた９０丁余

の書籍である。おそらく明治１３年４月から１４年６

月末までの間に成ったもので，筆者は坪井玄道だ

ろうと推察されている。展示された本書は，わが

国初の体育論の講義内容を記している点と，この

一冊以外には存在しないという点で，わが国にお

ける体育関係書中，最も貴重なものの一つになっ

ている。

　また，明治１５年に体操伝習所から『新撰體操書』

と『新制體操法』という２冊の体操書が刊行され

た。前者はリーランドが実地に教授した内容と所

説を訳述したものであり，後者は体操伝習所の第

『李蘭土氏講義體育論』



一回卒業生がリーランドの教授内容を基に，わが

国により適した体操法として編纂したものであ

る。両書とも歓迎され，これらを参考に各地で多

くの体操書が刊行された。この２冊の本がわが国

の学校体育に与えた影響は大きい。

　一方，坪井は生涯に２５冊の編・著・訳書を残し

た。体操伝習所時代には田中盛業（体操伝習所第

一回卒業生，同教官）と共同で，『小学普通體操

法』（明治１７年）と『戸外遊戯法　一名戸外運動

法』（明治１８年）の２冊を編纂している。前者は小

学校体操指導書として初めて刊行されたものであ

り，上・下２巻からなる。また後者は，二人三脚

競走，綱引，フートボール，ローンテニス，ベー

スボール，操櫓術など，馴染みのあるものも含め

２１種目を解説した遊戯書である。遊戯書としては，

これが出版される２年前に東大予備門の英語教師

ストレンジ（����������	
�）によって“��������

�����”が刊行されているが，日本人によって書

かれたものとしては本書が最初である。上の２著

からわかるように，坪井は体操の研究と教育をす

るかたわら，早くから戸外遊戯の体育的価値を認

識し，体操と併用すべきことを唱えていた。この

ような考え方には現代の体育に通ずるものがあ

り，その先見性は高く評価すべきだろう。

　ところで，本学のサッカー部は長い歴史を有す

るが，明治３６年に�『アッソシエーションフット

ボール』を，また同４１年に『フットボール』を出

版している。これには当時部長を務めていた坪井

の影響があったものと推察される。またテニス部

は，明治３１年以来一橋大学との定期戦を開催して

おり，大学テニス界における対校戦として最も古

い歴史を誇っているが，テニス部の初代部長でも
（『戸外遊戯法－名外
ローンテニス
�������������	　����

あった坪井の影響がこれにも少なからずあったと

考えられる。さらに，各地の学校運動会を考える

と，坪井・田中の遊戯書が及ぼした影響には計り

知れないものがある。この特別展にかかわった一

人として，今後体操伝習所を見るときには，同所

が体操ばかりではなく遊戯にも関心を示していた

ことに，もっと光を当てるべきだという思いを強

くした。

　体操伝習所は明治１４年７月に最初の卒業生を出

してから明治１９年６月までに２５７人の卒業生を世

に送り出している。同所が廃止され，高等師範学

校になってから卒業した体操修業員や同校の体操

専修科生を含めると，さらに４８名が加わる。これ

までの調査で，これらの卒業生による体育関係の

編著書は，体育論，体操，遊戯，教練などの分野

にわたって約１００冊あることが明らかになってい

る。今回，国立国会図書館や国立教育研究所の協

力も得て，これらのうちから１１冊ほどを展示する

ことができた。これらの書物からも，わが国の近

代学校体育の形成に果たした体操伝習所の役割と

その後の影響の大きさが推察される。

（注）指極：直立位で左右両手を水平位に真直ぐに伸張した際の

　　�両中指指頭先端間の距離をいう。

　　（おおくま・ひろあき　体育科学系助教授）

　鈴体操

（『新撰體操書』  より）

唖亞
運動法』  より）
ベースボール
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〔学内〕

第２２１回附属図書館運営委員会（９月開催）

〔審議事項〕○附属図書館利用細則の一部改正につ

いて○附属図書館ボランティア委員会を専門委員

会とすることについて○筑波大学附属図書館ボラ

ンティア受入れ及び活動実施要項の制定について

○研究用共同利用雑誌及び学生用雑誌の見直し○

平成１２年度雑誌購入について，ほか

〔報告事項〕○研究図書委員会（第２６回）について

○蔵書構成専門委員会（第５４回）について○体育・

芸術図書館委員会（第２０回）について○医学図書

館委員会（第２４回）について○電子図書館専門委

員会（第４回）について○附属図書館ボランティ

ア委員会（第１３回）について○平成１１年度研究用

人文・社会系基本図書購入について○国立大学図

書館協議会要望書について○電子ジャーナル導入

状況について○体育科学系・附属図書館共催特別

展について，ほか
筑波大学附属図書館報　第２５巻��第３号（通巻９

�　　　　　　　　　　　　������〒３０５�８５７７　茨城県つ

　　　　　　　　　　　　　　����http://www.tulip
第２２２回附属図書館運営委員会（１０月開催）

〔審議事項〕○平成１３年度概算要求について○電子

ジャーナルの継続利用について○筑波大学附属図

書館文献複写規程等の改正について○ボランティ

ア専門委員会委員の選出及び委員長の指名につい

て，ほか

〔報告事項〕○外国雑誌の価格について○医学図書

館天窓部改修工事について，ほか
製本作業中の雑誌の利用について

　９月より雑誌の製本作業が始まりました。製本

対象となる雑誌は，主に１９９８年に発行されたもの

です。

　作業中の雑誌でも，製本業者に渡っていないも
７

く

s

のは利用が可能です。

　各館のレファレンスデスクで出納しますので，

問い合わせてみてください。
号）１９９９年１２月２０日　筑波大学図書館部発行

ば市天王台１�１�１　電話�０２９８�５３�２３４７

.tsukuba.ac.jp/

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
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